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会
長　

遠
藤　

日
出
夫

静
岡
市
長
　
田
辺
　
信
宏

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
、
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。「
人
生
１
０
０
年
時

代
」
と
い
わ
れ
る
今
日
、
会
員
の
皆

さ
ま
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

活
力
の
あ
る
「
健
康
長
寿
社
会
」
の

実
現
を
目
指
す
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活

動
は
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
で
は
、
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
の
掲
げ
る
目
標
「
健
康
・
友

愛
・
奉
仕
」
の
実
現
の
た
め
、
お
互
い

に
協
力
し
合
い
な
が
ら
活
力
あ
る
地

域
社
会
を
目
標
と
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
は
新
型
コ

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
の
皆
様
に
は
、

健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
２

年
目
と
な
り
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡

市
の
事
業
の
多
く
が
縮
小
、
中
止
と

い
う
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
て
も
、
変
異
株

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
流
行
が
心
配
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
活

動
が
行
い
に
く
い
環
境
の
中
で
、
ど

の
よ
う
に
し
て
そ
の
組
織
を
継
続
し

て
い
く
か
大
変
難
し
い
事
態
は
、
今

し
ば
ら
く
続
き
そ
う
で
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
に
お
い
て

は
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
予
防
を
最
優
先

に
考
え
事
業
を
模
索
し
て
行
く
こ
と

か
ら
、
今
後
も
感
染
状
況
を
見
極
め

た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
進
ん
で
は
い
る
も
の
の
、

ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
日
々
刻
々
と
変
わ
る
情

勢
の
中
で
、
私
た
ち
は
、
こ
の
コ
ロ

ナ
に
立
ち
向
か
い
、
共
存
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で
は
、「
い

の
ち
」と「
く
ら
し
」の
２
つ
の「L

ife

（
ラ
イ
フ
）」
を
守
る
た
め
、
感
染
予
防

な
が
ら
の
活
動
に
な
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
。
半
面
、
各
学
地
区
や
単
位
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
は
、
少
人
数
で
行
う

行
事
は
感
染
対
策
も
講
じ
や
す
く
、

実
施
を
積
極
的
に
推
進
す
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
少
人
数
の
活
動
を

様
々
な
工
夫
を
し
な
が
ら
続
け
る
こ

と
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
心
身
の
健

康
維
持
の
観
点
か
ら
も
大
変
意
義
の

あ
る
こ
と
と
考
え
ま
す
。

　
「
コ
ロ
ナ
だ
け
れ
ど
こ
ん
な
こ
と
も

出
来
る
！
」
を
合
言
葉
に
「
健
康
長

寿
社
会
」
の
実
現
の
た
め
、
活
力
と

魅
力
を
共
有
で
き
る
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
々
さ
ま
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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女
性
委
員
長　

日
野　

長
子

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

各
区
の
女
性
委
員
の
皆
さ
ん
も
健

や
か
な
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
事
と
存

じ
ま
す
。

　

昨
年
は
各
行
事
が
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
為
に
中
止
・
延
期
の
文
字
が
並
び

残
念
に
思
い
ま
し
た
が
、
三
区
の
女

性
委
員
は
詐
欺
防
止
の
ビ
デ
オ
制
作

に
、３
ヶ
月
掛
け
て
真
剣
に
検
討
し
、

自
分
の
役
に
取
り
組
み
完
成
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
ビ
デ
オ
を
１

人
で
も
多
く
の
人
に
見
て
頂
き
被
害

者
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
本
当

に
喜
ば
し
い
事
で
す
。

　

今
年
は
、
ま
た
、
新
変
異
型
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
が
広
が
る
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
が
何
事
に
も
負
け
な
い
自
分
の

持
ち
味
を
生
か
し
て
元
気
で
フ
レ
イ

ル
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
素
晴
ら
し
い

女
性
委
員
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ひとくちメモ
餅なし正月

　正月に雑煮を食べる。この
ならわしは現代の日本でも
一般的な光景でしょう。
　しかし、中には餅を入れな
いご家庭もあります。ご家庭
での言い伝えやならわしと
して禁じられていて、お正月
の雑煮に餅を入れない。これ
は「餅なし正月」と呼ばれる
習俗です。
　「昔、ご先祖が戦に負けて
大晦日に落ち延びてきたた
め餅をつく暇がなかった」、

「正月に餅をつくと血が混じ
る、火事が起こる」など様々
な言い伝えがあるようです。
　学術的な研究では、稲作が
主流になる以前、餅を儀礼食
として必ずしも重要視して
いなかった習慣があらわれ
ているのではないかと言わ
れています。
　餅を食べることが日本中
の全ての人々のスタンダー
ドではなかった、ということ
ですね。

対
策
と
市
民
生
活
を
支
援
す
る
取
組

に
よ
り
、
皆
様
が
い
つ
ま
で
も
健
康
で

人
生
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ペ
タ
ン
ク
を
始
め
と
し
た
各
種
ス

ポ
ー
ツ
活
動
、
趣
味
や
特
技
を
生
か

し
た
文
化
芸
能
活
動
等
、
健
康
づ
く

り
の
み
な
ら
ず
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
形
成
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の

社
会
貢
献
活
動
や
世
代
間
交
流
な

ど
、
仲
間
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く

り
に
つ
な
が
る
様
々
な
活
動
を
実
践

さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
本
市
の
目
指
す
「
健

康
長
寿
の
ま
ち
」
の
実
現
に
大
き
く

寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
、
皆
様
の
取

組
、
活
動
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
皆
様
の
豊
か
な
経
験
、

知
識
を
活
か
し
て
い
た
だ
き
、
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
の
活
動
の
み
な
ら
ず
、
地
域
全

体
の
牽
引
役
と
な
っ
て
ご
活
躍
い
た
だ

く
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す
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41
人
の
受
賞
者
の
皆
さ
ま
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

第
５
回
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
大
会
が
清

水
マ
リ
ナ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
る
予
定

で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
見
合
わ
せ
と

な
り
ま
し
た
。
大
会
で
予
定
さ
れ
て

い
た
表
彰
式
を
10
月
６
日
（
水
）
は

ー
と
ぴ
あ
清
水
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

服
部
副
会
長
の
開
式
の
こ
と
ば
、

石
川
副
会
長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
に

始
ま
り
遠
藤
会
長
か
ら
表
彰
状
の

授
与
と
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

例
年
、
表
彰
状
授
与
は
時
間
の
都
合

か
ら
一
部
の
代
表
者
の
み
に
渡
さ
れ

ま
す
が
、
今
回
は
遠
藤
会
長
か
ら
直

接
表
彰
者
に
一
人
ず
つ
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
表
彰
の
種
類
は
次
の
４
つ

で
す
。
⑴
会
長
表
彰
（
①
役
員
永
年

功
労
者
、
②
優
良
ク
ラ
ブ
）、
⑵
会
員

増
強
特
別
賞(

上
位
４
ク
ラ
ブ)

、
⑶

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

（
前
会
長
）、
⑷
関
東
甲
信
越
静
老
人

ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
会
長
表
彰
（
理

事
）。
受
賞
さ
れ
た

皆
さ
ま
を
次
の
と

お
り
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

  
令
和
３
年
度

令
和
３
年
度      

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
表
彰
式

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
表
彰
式

活 動 紹 介 《 シ ニ ア ク ラ ブ 静 岡 市 》　活 動 紹 介 《 シ ニ ア ク ラ ブ 静 岡 市 》　

被表彰者と式の様子
はHPでも掲載中
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令和 3 年度表彰者

学地区名学地区名 クラブ名クラブ名 氏　名氏　名
美　和美　和 下与千寿会下与千寿会 山谷　勲山谷　勲　　
一番町一番町 一寿会一寿会 小泉　茂小泉　茂　　
大河内大河内 渡シニアクラブ渡シニアクラブ 築地　昇築地　昇　　
安　西安　西 水道町福寿会水道町福寿会 内野　富夫内野　富夫
田　町田　町 百寿会百寿会 森田　はま森田　はま
田　町田　町 七福会七福会 増田　桂尓増田　桂尓
川　原川　原 川原中長寿会川原中長寿会 牧野　展也牧野　展也
南　部南　部 睦和会睦和会 坪山　茂良坪山　茂良
大　谷大　谷 東大谷千寿クラブ東大谷千寿クラブ 海野　宏枝海野　宏枝
江　尻江　尻 伝馬町睦会伝馬町睦会 井木　浩之井木　浩之
入　江入　江 入江二丁目白寿会入江二丁目白寿会 桐谷　庄一桐谷　庄一
入　江入　江 追分三丁目寿会追分三丁目寿会 大石　憲司大石　憲司
浜　田浜　田 浜田清和会浜田清和会 伊東　敏郎伊東　敏郎
浜　田浜　田 横浜町長寿会横浜町長寿会 鈴木　朝子鈴木　朝子
浜　田浜　田 上清水町シニアクラブ一白会上清水町シニアクラブ一白会 伏見　允夫伏見　允夫
浜　田浜　田 万世町二丁目万寿クラブ万世町二丁目万寿クラブ 漆畑　知子漆畑　知子
浜　田浜　田 万世町二丁目万寿クラブ万世町二丁目万寿クラブ 川村　勇川村　勇　　
折　戸折　戸 折戸第三シニアクラブ折戸第三シニアクラブ 遠藤日出夫遠藤日出夫
飯　田飯　田 八坂町シニアクラブ八坂町シニアクラブ 提坂　文雄提坂　文雄
有　度有　度 シニアクラブ有度公民館通りシニアクラブ有度公民館通り 菅　　善紀菅　　善紀

会長5 年以上功労者会長5 年以上功労者
学地区名学地区名 クラブ名クラブ名 氏　名氏　名
横　内 瓦場町白寿会 河村　恭行
南　部 石田福寿会 丹羽　初江
南　部 伸和会 中西美智子
南　部 新生会 小泉　君代
富士見 登呂一丁目楽友会 葛西　良子
入　江 鶴舞町鶴寿会 望月　延枝
岡 梅が岡喜楽会 斉藤　亨子
岡 梅が岡喜楽会 斎藤　公子
岡 川原町シニアクラブ種徳会 近藤　睦　
飯　田 下野東シニアクラブ 松本　久乃
高　部 竜南新生会 小田島喜江
有　度 シニアクラブ有度公民館通り 見城　安江
有　度 シニアクラブ有度公民館通り 佐藤　園子

役員1 0 年以上功労者役員1 0 年以上功労者

学地区名学地区名 クラブ名クラブ名
田　町田　町 第二長生会第二長生会
服　織服　織 いろりばた会いろりばた会
浜　田浜　田 零々会零々会
飯　田飯　田 石川シニアクラブ石川シニアクラブ

会員増強特別賞会員増強特別賞

学地区名学地区名 クラブ名クラブ名
浜　田浜　田 上清水町シニアクラブ一白会上清水町シニアクラブ一白会
高　部高　部 竜南新生会竜南新生会

優良クラブ優良クラブ

学地区名学地区名 役職名役職名 氏　名氏　名
大河内大河内 前静岡市老人クラブ連合会会長前静岡市老人クラブ連合会会長 永田　重郎永田　重郎

全国老人クラブ連合会全国老人クラブ連合会

学地区名学地区名 役職名役職名 　　氏　名氏　名
駒　越駒　越 静岡市老人クラブ連合会理事静岡市老人クラブ連合会理事 藤本　正洋藤本　正洋

関東甲信越静ブロック老人クラブ連絡協議会関東甲信越静ブロック老人クラブ連絡協議会
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活 動 紹 介 《 葵 区 》活 動 紹 介 《 葵 区 》

葵区分散型ペタンク大会葵区分散型ペタンク大会

久方ぶりの再会　感染防止に気をつけて開催

　「ウィズコロナ」で団体行動は自粛を余儀なくされているなか、
ペタンク競技が各単老毎による小規模開催となりました。小規
模とはいえ競技の本質は失われるどころかどの会場でも熱気に
満ちたプレイが多く見られました。それは久しぶりの開放感の
現れでしょう。
　37 単老、プレイヤー 243 名でした。コロナ感染者が減少し
ホットひと息、神の吐息が聞こえるようです。然し第６波到来
が目下のところ最大のリスクです。これからも感染防止策を実
行し早くもとの生活に戻れるようにお互いに頑張りましょう。

（八木　春馬）
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　2回の雨天延期を経て8月12日（木）に中島浄化センター多目的広場で行わ
れました。
　炎天下での開催が予想されるため開始を１時間早めましたが、当日は前日
までの炎暑から一転しての雨模様になりました。それでも競技が始まれば一打
一打に集中した真剣なプレーが展開されました。
　コロナ蔓延のため参加選手は例年の半数に絞り（155名参加）、12ホール
2回の24ホールを4コートに分かれて試合を行いました。片付けも含めて
全ての日程を午前中に終了しました。　　　　　　　　　   　　（戸塚　享）

男性の部

順位 氏名 学地区 スコア

優　勝 芹沢孝司郎 大　谷 53

準優勝 高倉　睦　 長田北 54

第 3位 大石　大　 富士見 55

女性の部

順位 氏名 学地区 スコア

優　勝 小林ミキ子 中　島 51

準優勝 中島　綏子 長田北 51

第 3位 大村　房子 大　谷 57

大会結果大会結果

天も味方し、天も味方し、
楽しい大会に楽しい大会に

第 8 回 駿河区グラウンド・ゴルフ大会第 8 回 駿河区グラウンド・ゴルフ大会

活 動 紹 介 《 駿 河 区 》活 動 紹 介 《 駿 河 区 》

　今年度の駿河区ペタンク大会は 9 月 16 日（木）に予定されていましたが、
コロナによる緊急事態宣言のため中止されました。そのためその代替え大会と
して分散型ペタンク大会を開催し、実施日を３日間にして競技中の密集を避け
る工夫をしました。
　第 1 回目は 10 月 14 日（木）で 3 ブロック 11 チーム、第２回目は 10 月
21 日（木）で 2 ブロック 8 チーム、第３回目は 10 月 28 日（木）で 3 ブロ
ック11チームが参加しました。試合は30分の時間制でリーグ戦を行いました。
各ブロック 1 位のチームの中から①勝ち数②得失点差により上位６チームが
市のペタンク大会に出場します。　　　　　　　　　　　　　　　（戸塚　享）

大
会
結
果

大
会
結
果

駿河区分散型ペタンク大会駿河区分散型ペタンク大会 密を避け実施密を避け実施

下記の各ブロックの 1位、６チームが大会に出場します。

西豊田 福寿会 B

南　部 恵美会A

大里東 下島寿会A

西豊田 むつみ会

富士見 有東シニアクラブ

中　島 若葉会A
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活 動 紹 介 《 清 水 区 》活 動 紹 介 《 清 水 区 》

コロナ禍でも元気に活動しています！

三保地区三保地区

駒越地区駒越地区

岡地区岡地区

折戸地区折戸地区

高部地区高部地区

清水地区清水地区

船越地区　南矢部船越地区　南矢部
清水月見公園清水月見公園
通称：タコ公園の滑り台通称：タコ公園の滑り台



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す
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ペタンクに親しもう

マークイズ静岡イベント
「昔の遊びワークショップ」

活 動 紹 介 《 シ ニ ア ク ラ ブ 静 岡 市 》活 動 紹 介 《 シ ニ ア ク ラ ブ 静 岡 市 》

子どもたちの笑顔にパワー全開‼
　10 月16 日（土）、17 日（日）にマークイズ静岡にて「昔の遊
びワークショップ」が開催されました。
　「けん玉教えて！」「やったぁ！  9 点に入ったぞ」「わぁ～きれい！」

子どもたちの楽しそうな声が響きます。
　女性委員を中心にお手伝いいただき、マークイズ静岡に来館
の子どもたちに昔の遊びを楽しんでもらうイベントに参加しま
した。
　けん玉、輪投げ、折り紙、どんぐり独楽、紙鉄砲、ぶんぶん独楽
などの懐かしい遊びと、簡単にできるハーバリウム作り……

みんな元気に挑戦していきます。
　「大盛況でよかったけど、休む間もないほど忙しい～」そんな
嬉しい悲鳴をあげながら、シニアパワー全開で頑張ってくださ
いました。
　２日間の参加人数は509 人でした。
　ご協力ありがとうございました。

　令和 4 年度ねんりんピック神奈川大会のペタンク競技
静岡市代表選考会が、12 月３日庵原球場で行われ、駿河
区のむつみ会が選出されました。シニアクラブ静岡市は、
ねんりんピック全国大会のペタンク競技へ派遣する市の
代表を決める団体となっています。ペタンクはフランスで
生まれた球技で、世界中の多くの国々で親しまれています。
ペタンクが親しまれる理由は、①高度な運動能力を必要と
せず、②誰でも簡単にプレー出来て楽しめる、③少しのス
ペースで競技ができる、など私たちシニアにふさわしいス
ポーツです。
　コロナ禍のなかで、身体を動かす機会の減ってしまっ
ているペタンク未経験の会員さんは、是非この機会にペ

タンクにチャレンジしてみましょう。地区へ出張しての
ペタンク初心者体験会を行っています。お気軽に事務局
へお声をおかけください。よろしくお願いします。
◎初心者体験会のお問合せは各区事務局へどうぞ。



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　
玉
川
学
区
に
は
３

つ
の
ク
ラ
ブ
が
あ
る
。

　
安
倍
川
を
上
流
に

さ
か
の
ぼ
り
、
中
河

内
川
へ
入
り
向
田
橋

（
吊
り
橋
）
辺
り
の

桂か
や
ま山
に
あ
る
「
桂け
い
じ
ゅ寿
会
」。
会
員
数
20

名
（
男
７
名
・
女
13
名
）。
さ
ら
に
進

み
、支
流
の
西
河
内
川
と
の
合
流
地
点・

上か
み
す
け助

に
あ
る
の
が
私
の
所
属
す
る
「
た

の
し
み
会
」
20
名
（
男
７
名・女
13
名
）

偶
然
だ
が
桂
寿
会
と
同
数
だ
。
静
岡
駅

か
ら
お
よ
そ
23
㎞
の
距
離
。
住
所
表
示

は
落
合
○
○
番
地
と
い
か
に
も
川
の

合
流
地
点
ら
し
い
。

　
集
落
名
・
上か
み
す
け助
は
「
カ
ミ
ス
キ
」
か

ら
き
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
江
戸

時
代
１
８
０
０
年
代
初
期
に
紙か
み
す
き漉
５

人
組
と
い
わ
れ
た
五
軒
の
家
が
あ
り

紙
漉
発
祥
の
地
と
も
い
わ
れ
て
る
。

　
閑
話
休
題
、
話
を
ク
ラ
ブ
の
こ
と
に

戻
そ
う
。

　
こ
の
先
、
中
河
内
・
西
河
内
二
つ
の

川
の
上
流
に
は
数
多
く
の
集
落
が
あ

る
が
、
右
手
中
河
内
川
を
上
流
に
４
㎞

車
で
７
分
ほ
ど
の
長
熊
に「
寿す
え
ひ
ろ
恵
広
会
」

26
名
（
男
14
名
・
女
12
名
）
が
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
２
年
間
も
の
間
活
動
を

休
止
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
な
か

で
、
唯
一
の
楽
し
み
は
野
外
で
活
動
で

き
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
だ
。
玉
川

学
区
で
は
全
地
区
の
住
民
を
対
象
に
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
実
施
し
て

い
る
。
玉
川
橋
を
下
り
た
と
こ
ろ
に
特

設
の
ゴ
ル
フ
場
を
作
っ
て
あ
る
。
16
ホ

ー
ル
の
内
半
数
は
障
害
物
が
設
置
し
て

あ
る
。
坂
の
上
の
ホ
ー
ル
、
２
本
の
タ

イ
ヤ
の
間
を
通
す
コ
ー
ス
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
Ｕ
字
管
を
く
ぐ
ら
せ
る
コ
ー
ス
、

途
中
に
池
の
あ
る
コ
ー
ス
な
ど
な
ど
一

筋
縄
で
は
い
か
な
い
よ
う
に
で
き
て
い

る
。
シ
ニ
ア
の
会
員
も
地
域
住
民
と
共

に
、
泣
き
笑
い
を
し
な
が
ら
も
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
て
い
る
。

　
こ
の
難
コ
ー
ス
、
プ
レ
ー
し
て
み
た

い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
挑
戦
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
玉
川
学
区
は
住
民
数
は
少
な
い
が
、

結
束
は
固
い
。
我
々
の
活
動
が
地
域
活

性
化
の
要
の
役
割
を
果
た
し
て
い
け

る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い
き

た
い
。

玉
川
学
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　

玉
川
学
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　
内
野
　
米
雄

内
野
　
米
雄

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
生
き
が
い
に

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
生
き
が
い
に

感染対策の上、グラウンド・ゴルフ大会を敢行感染対策の上、グラウンド・ゴルフ大会を敢行

第 34 号（10）市 老 連 だ よ り令和 4 年 1 月発行

ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 葵 区 》　ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 葵 区 》　

上助の街並み上助の街並み



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

庵
原
地
区
は
12
単
老
、
男
性

１
６
８
名
、
女
性
２
６
６
名
、
会
員

数
４
３
４
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
は
昭
和
31
年
に
発
見
さ
れ

た
県
指
定
史
跡
の
三
池
平
古
墳
が
あ

り
ま
す
。
み
か
ん
畑
に
覆
わ
れ
て
い
た

た
め
築
造
当
時
の
姿
そ
の
ま
ま
に
保

存
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
古
墳
を
庵

原
の
宝
と
し
て
永
く
次
世
代
に
継
承

す
る
た
め
「
社
会
奉
仕
の
集
い
」
と
し

て
本
年
も
５
月
、
８
月
、
9
月
の
３
回

草
刈
り
を
実
施
し
ま
し
た
。
8
月
は

子
供
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
も
一

緒
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

会
員
の
健
康
保
持
と
生
き
が
い
、

そ
し
て
会
員
相
互
の
融
和
を
図
る
行

事
と
し
て
年
３
回
の
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大

会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
第

１
回
大
会
は
６
月
12
日
。
会
場
は
庵

原
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
。
参
加
者

は
男
性
40
名
、
女
性
34
名
の
74
名
で

し
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
全
員
マ

ス
ク
着
用
、
手
指
の
消
毒
を
し
て
行

い
ま
し
た
。
午
前
中
で
終
了
す
る
よ

う
に
役
員
は
７
時
に
集
合
し
コ
ー
ト

の
準
備
、
試
合
開
始
は
８
時
30
分
と

早
め
に
大
会
を
進
め
ま
し
た
。
表
彰

式
で
は
豪
華
な
賞
品
、
そ
し
て
団
体

表
彰
持
ち
回
り
の
優
勝
旗
と
本
格
的

で
す
。
第
２
回
大
会
は
９
月
11
日
で

し
た
。
参
加
者
は
男
性
46
名
、
女
性

50
名
と
前
回
よ
り
も
22
名
近
く
参
加

し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
は
90
歳
以

上
の
４
名
の
選
手
も
元
気
に
プ
レ
ー

を
楽
し
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
第
３
回

は
３
月
12
日
開
催
予
定
で
す
。

　

ペ
タ
ン
ク
の
庵
原
地
区
予
選
大

会
は
10
月
21
日
、
会
場
は
庵
原
球
場

第
２
球
場
、
素
晴
ら
し
い
環
境
の
中

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
９
時
20
分
、
庵

原
山
に
響
く
笛
の
合
図
で
試
合
開
始

で
す
。
16
チ
ー
ム
を
４
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
総
当
た
り
の
３
試
合
。
午
後
か

ら
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
、
１
位
グ

ル
ー
プ
か
ら
４
位
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
準
決
勝
、
決
勝
と
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
１
位
グ

ル
ー
プ
優
勝
の
「
原
第
一
長
養
会
A

チ
ー
ム
」
が
庵
原
地
区
代
表
で
12
月

３
日
の
市
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
５
世
紀
初
頭
に
造
ら
れ
た
前
方
後
円

墳
の
す
ぐ
近
く
で
元
気
に
活
動
出
来
る

こ
と
も
私
達
の
誇
り
で
あ
り
ま
す
。

庵
原
地

庵
原
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　

区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　
望
月
　
晴
男

望
月
　
晴
男

庵
原
の
宝

庵
原
の
宝    

三
池
平
古
墳
の
下
で
元
気
に
活
動

三
池
平
古
墳
の
下
で
元
気
に
活
動

ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 清 水 区 》ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 清 水 区 》

90 歳を過ぎてもこの元気な笑顔、90 歳を過ぎてもこの元気な笑顔、
ステキですステキです‼‼

（11）第 34 号 市 老 連 だ よ り 令和 4 年 1 月発行
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東
源
台
学
区
は
有
度
山
の
北
麓
、

清
水
区
に
接
す
る
地
域
で
す
。
現
在

は
県
立
美
術
館
や
舞
台
芸
術
公
園
等

の
文
化
施
設
や
県
立
大
学
、
常
葉
大

学
、
英
和
学
院
大
学
等
の
教
育
機
関

が
あ
る
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
住
宅

街
で
す
が
、
少
し
前
ま
で
は
、
旧
東

海
道
周
辺
以
外
は
茶
畑
と
田
ん
ぼ
が

広
が
る
農
村
地
帯
で
も
あ
り
ま
し
た
。

今
で
も
平
澤
寺
の
あ
る
平
沢
地
区
に

は
里
山
の
風
景
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

東
源
台
と
い
う
名
前
は
あ
ま
り
な

じ
み
が
な
い
と
思
い
ま
す
。
昭
和
の
終

わ
り
頃
か
ら
地
域
の
宅
地
化

が
始
ま
り
学
区
の
東
豊
田
小

学
校
が
マ
ン
モ
ス
化
し
た
た

め
東
源
台
小
学
校
が
新
設
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
老

人
会
も
分
割
さ
れ
平
成
22
年

に
４
単
老
所
属
の
東
源
台
学

区
連
合
会
と
し
て
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
盛
寿
会
、
国
寿

会
、
栗
原
笑
福
会
の
３
ク
ラ

ブ
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
盛

寿
会
に
は
25
名
が
所
属
し

て
い
ま
す
。
誕
生
会
や
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
、
公

園
清
掃
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
国
寿
会
に
は
20
名
が
所
属
し
て

い
ま
す
。
誕
生
会
に
あ
わ
せ
て
体
力

維
持
の
た
め
に
で
ん
伝
体
操
や
チ
ャ

キ
チ
ャ
キ
体
操
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
公
園
の
花
壇
に
花
植
え
を
し
た
り

自
治
会
の
夏
祭

り
に
応
援
参
加

し
た
り
し
て
い

ま
す
。
栗
原
笑

福
会
に
は
30
名

が
所
属
し
て
い

ま
す
。
神
社
の

清
掃
や
花
壇
の

手
入
れ
と
花
植
え
を
し
た
り
、
食
事

会
を
開
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た

大
正
琴
や
御
詠
歌
の
練
習
を
す
る
グ

ル
ー
プ
も
あ
り
ま
す
。

　

連
合
会
と
し
て
は
芝
居
、
歌
謡

シ
ョ
ー
に
出
か
け
た
り
、
忘
年
会
を

開
い
た
り
し
て
親
睦
を
深
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
護
国
神
社
の
清
掃
奉
仕

を
年
１
回
行
い
ま
す
。
今
後
も
東
源

台
学
区
の
交
流
の
環
と
な
る
よ
う
活

動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
各
単
老
の
活
動
も
含
め
て
現
在

は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
実
施
で
き
な
い

こ
と
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
対
策

を
し
て
活
動
を
再
開
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

東
源
台
学
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　

東
源
台
学
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　
影
山
　
寿
彦

影
山
　
寿
彦

親
睦
を
深
め
地
域
の
環
に

親
睦
を
深
め
地
域
の
環
に
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

上社本宮上社本宮

　

コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
自

粛
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
今
日
の
日
を
待
ち
わ

び
て
い
た
私
達
で
す
。
参
加

者
総
勢
２
０
０
名
が
６
台
の

バ
ス
に
分
乗
し
て
出
発
で
す
。

　

雲
ひ
と
つ
な
い
素
晴
ら
し
い
秋
日

和
、
目
の
前
に
見
え
る
雄
大
な
富
士

山
は
幼
い
頃
に
描
い
た
よ
う
な
姿
で

私
た
ち
の
行
く
手
を
先
導
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。

　

新
東
名
〜
中
部
横
断
道
〜

中
央
道
へ
途
中
増
穂
で
休
憩

を
と
り
目
的
地
下
諏
訪
へ
到

着
。
一
人
で
参
加
、
グ
ル
ー
プ

で
参
加
の
人
、
各
々
に
マ
ッ
プ

を
片
手
に
中
山
道
と
甲
州
街
道

が
出
合
う
宿
場
町
・
下
諏
訪

を
約
３
㎞
２
時
間
か
け
て
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
諏
訪

大
社
下
社
で
は
秋
宮
、
春
宮

コ
ー
ス
に
別
れ
多
く
の
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
目
指
し

行
動
開
始
で
す
。
古
い
建

物
や
自
然
、
お
店
等
い
ろ

い
ろ
な
事
に
目
が
止
ま
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
皆
さ

ん
が
興
味
深
く
見
ら
れ
た

の
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
し

た
か
？　
昼
食
は
「
お
ぎ

の
や
」
で
峠
の
釜
め
し
を

食
す
。
少
人
数
で
の
会
食

に
慣
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

今
は
参
加
者
一
同
が
集
合
し
た
光
景
に

ビ
ッ
ク
リ
！　
コ
ロ
ナ
が
収
ま
れ
ば
日

常
的
な
こ
と
な
の
に
。
お
腹
も
満
た
さ

れ
、
次
は
上
諏
訪
へ
。

　

諏
訪
大
社
上
社
本
宮
で
は
御
柱
祭

で
使
っ
た
４
本
の
柱
が
社
殿
横
に
立

て
ら
れ
て
い
る
。
来
年
は
寅
年
７
年

に
一
度
の
御
柱
祭
が
開
催
さ
れ
る
。

巨
木
が
山
中
か
ら
神
社
に
運
び
込
ま

れ
る
勇
壮
な
姿
を
見
る
事
が
出
来
る

で
し
ょ
う
。

11月26日（金）　第5回 シニアクラブ静岡市交流ウォーキング11月26日（金）　第5回 シニアクラブ静岡市交流ウォーキング

甲州街道と中山道合流甲州街道と中山道合流の街の街
下諏訪散策下諏訪散策

　

午
後
２
時
45
分
。
上
社
出
発
。
会

員
同
士
の
交
流
の
深
ま
り
、
久
し
ぶ

り
に
顔
を
合
わ
せ
た
友
人
に
会
え
た

喜
び
、
家
へ
の
お
み
や
げ
い
っ
ぱ
い
、

各
々
の
万
事
も
叶
い
幸
せ
感
に
満
た

さ
れ
車
中
の
多
く
が
夢
の
中
。
私
は

一
人
ト
ン
ネ
ル
の
数
を
数
え
て
い
ま

し
た
。「
ト
ン
ネ
ル
を
ぬ
け
た
ら
そ
こ

は
ま
た
ト
ン
ネ
ル
だ
！
」
今
日
は
29

の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
き
ま
し
た
。

　

５
時
30
分
静
岡
着
。
皆
様
お
疲
れ

様
で
し
た
。

（
大
石
眞
由
美
）

芸術家・岡本太郎氏大絶賛の芸術家・岡本太郎氏大絶賛の
万治の石仏万治の石仏

江戸時代当時の建築様式の江戸時代当時の建築様式の
伏見屋邸伏見屋邸

名物「おぎのや」の名物「おぎのや」の
峠の釜めし峠の釜めし

上：下社秋宮上：下社秋宮
下：御柱祭下：御柱祭
　　デザインの　　デザインの
　　マンホール　　マンホール
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

心動かされる力作が揃う

第 16 回 葵区・駿河区合同作品展

第 34 号（14）市 老 連 だ よ り令和 4 年 1 月発行

　葵区・駿河区合同作品展が 11 月 18 日〜 20 日まで開催さ
れました。芸術の秋に相応しく力作揃いで感動しました。なか
でも書道は雄

ゆうこん

渾な筆使いと繊細な文字運びに魅了されました。
絵画では構図から上下の対称、感動と静止感で知性と感性が窺

うかが

われ「一枚の絵は千語を語る」と云われますがまさに正
せいこう

鵠です。
俳句では映像が浮かぶ見事な写生と「心を以て心に伝う」そし
て季語の本意が生かされ一

いっしょうさんたん

唱賛嘆。語感とその響きを堪能しス
カッとし、乾いた口中に爽やかな甘味が淳

じゅんじゅん

々と広がってくる感
じで、楽しい眼

がんぷく

福の一刻でした。　　　　　　　（八木　春馬）



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

芸術の秋　楽しく鑑賞

静岡市代表に
「むつみ会」チーム！

清水福祉総合文化祭作品展

（15）第 34 号 市 老 連 だ よ り 令和 4 年 1 月発行

手作りの作品に感動
　清水福祉総合文化祭作品展が 11 月 12 日（金）～ 11 月 15 日（月）まで、
はーとぴあ 6 階多目的ホールで開催されました。出品数は例年より少な
い 111 点でした。展示コーナーは、順路に従
い作品・団体別になっていて見易く掲示され
ていました。
　手芸品の前では時間をかけて熱心に見学さ
れる方も多く見受けられました。
　芸術の秋のひと時、楽しく過ごすことがで
きました。出品された皆様、来場された皆様、
ありがとうございました。

（西ヶ谷光男）

　コロナ禍の中、2 年ぶりにシニアクラブ静岡市第８回ペ
タンク大会が 12 月 3 日（金）清水庵原球場第２球場で「ね
んりんピックかながわ 2022」ペタンク交流大会出場チー
ム選考会を兼ねて、規模を縮小して開催されました。参加
チーム数は 32 チーム（葵区７、駿河区６、清水区 19）、
96 人参加。全員マスク着用。ペタンク競技日和に恵まれ
ブロック別の予選リーグから各チームは頂点を目指して奮
闘、「やったー！」「入った？」の熱戦が展開されました。
　大会結果は表のとおりです。　　　　　　（水上　康行）

順　位 区 学地区 チーム名

１位グループ

優　勝 駿河区 西豊田 むつみ会

準優勝 駿河区 西豊田 福寿会 B

第 3位
清水区 三　保 三保羽衣

清水区 蒲　原 蒲原A

敢闘賞

駿河区 大里東 下島寿会A

駿河区 中　島 若葉会A

清水区 興　津 興津

葵　区 安　東 安東 C

２位グループ 優　勝 清水区 庵　原 原長養会

３位グループ 優　勝 駿河区 富士見 有東シニアクラブ

４位グループ 優　勝 葵　区 賎　機 松寿会

大会結果大会結果

第 8 回 シニアクラブ静岡市ペタンク大会



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

マ
ス
ク
越
し
に
お
見
受
け
す

る
表
情
は
お
年と

し齢
を
感
じ
さ
せ
な

い
は
つ
ら
つ
と
し
た
い
ね
さ
ん
。

「
私
は
昭
和
２
年
３
月
26
日
う
さ
ぎ

年
生
ま
れ
で
す
よ
」
し
っ
か
り
と

し
た
口
調
で
語
り
だ
し
て
下
さ
り

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

東
新
田
で
産
声
を
あ
げ
５
人
兄

弟
の
長
女
と
し
て
育
ち
、
24
歳
の

時
に
３
歳
年
上
の
国
鉄
マ
ン
の
巌

さ
ん
と
結
婚
。
３
人
の
子
宝
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
７
年
前
に
他
界
し

た
ご
主
人
は
優
し
く
思
い
や
り
が

あ
り
家
族
思
い
で
、
み
ん
な
で
あ

ち
ら
こ
ち
ら
へ
旅
行
を
楽
し
ん
だ

そ
う
で
す
。
今
は
娘
夫
婦
・
孫
夫

婦
に
囲
ま
れ
幸
せ
な
毎
日
で
す
。

　

健
康
そ
の
も
の
だ
っ
た
い
ね
さ

ん
で
し
た
が
、
72
歳
の
時
に
乳
が

ん
を
患
い
手
術
。
経
過
は
良
好
で
、

　

芸
達
者
で
、
親
睦
旅
行
や
懇
親

会
で
は
「
ど
じ
ょ
う
す
く
い
」
を

踊
っ
て
そ
の
場
を
賑
や
か
に
和
ま

せ
拍
手
喝
采
！　
「
今
年
は
カ
ラ
オ

ケ
も
出
来
ず
つ
ま
ん
な
い
ね
」（
私

も
同
感
で
す
‼
）

　
元
気
の
秘
訣
は

①
１
日
３
度
の
食
事
を
き
ち
ん
と

　

摂
る
。

②
毎
日
の
散
歩
は
欠
か
さ
な
い
。

③
老
人
会
活
動
に
参
加
す
る

等
フ
レ
イ
ル
予
防
も
心
が
け
て
い

ま
す
。「
一
年
が
短
く
感
じ
て
ね
ぇ
」

と
充
実
感
溢
れ
る
お
言
葉
。
健
康
寿

命
１
０
０
歳
！　
き
っ
と
そ
れ
以
上

に
元
気
で
生
活
出
来
る
い
ね
さ
ん
で

し
ょ
う
。　
　
　
　
（
大
石
眞
由
美
）

今
も
年
１
回
の
検
診

は
欠
か
さ
な
い
と
の

こ
と
。
ま
た
、
80
歳

の
時
に
自
転
車
に
乗

っ
て
い
て
事
故
に
遭

い
転
倒
、
怪
我
を
さ

れ
ま
し
た
。「
頭
も

打
っ
た
の
で
３
日
間
意
識
が
な
か

っ
た
。
４
か
月
の
入
院
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
け
ど
骨
折
も
な
く

て
医
者
も
び
っ
く
り
し
た
だ
よ
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

自
転
車
が
好
き
で
乗
り
続
け
て

い
ま
し
た
が
90
歳
に
な
っ
た
時
に
、

家
族
が
心
配
し
て
く
れ
る
の
で
愛

車
を
手
押
し
車
に
変
え
、
何
処
へ

で
も
出
か
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

人
柄
が
良
く
誰
か
ら
も
慕
わ
れ

て
い
る
い
ね
さ
ん
は
老
人
会
活
動

に
も
熱
心
で
、
神
社
の
清
掃
・
花

壇
の
手
入
れ
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
・
ペ
タ
ン
ク
・
輪
投
げ
等
様
々

な
こ
と
に
参
加
し
元
気
い
っ
ぱ

い
！　

今
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
防
止

の
為
中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た「
市

の
輪
投
げ
大
会
」
に
代
表
で
出
場

予
定
だ
っ
た
そ
う
で
「
と
っ
て
も

残
念
だ
っ
た
よ
ぉ
」
と
嘆
か
れ
て

い
ま
し
た
。

上：輪投げゲーム

左：みんなで一緒に

　　七夕祭り見学

第 34 号（16）市 老 連 だ よ り令和 4 年 1 月発行



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

現
役
時
代
、
清

水
工
場
へ
の
転
勤

を
機
に
、
終
業
後

社
内
の
プ
ー
ル
で

水
泳
を
楽
し
む
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

近
所
に
ス
イ
ミ
ン

グ
ジ
ム
が
あ
っ
た
事
も
幸
い
し
、
毎
日
の
よ
う
に
通
い

ま
し
た
。
仲
間
と
外
部
大
会
に
参
加
し
た
の
を
き
っ
か

け
に
東
京
や
大
阪
方
面
ま
で
出
掛
け
て
い
ま
し
た
。
平

成
28
年
の
静
岡
マ
ス
タ
ー
ズ
で
は
背
泳
と
バ
タ
フ
ラ
イ

50
m
で
１
位
の
メ
ダ
ル
を
頂
き
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
に

も
参
加
。
メ
ダ
ル
の
数
は
50
個
を
超
え
ま
し
た
。
83
歳

に
な
っ
た
今
で
も
県
内
の
大
会
に
は
年
２
回
程
参
加
し

て
い
ま
す
。
成
績
は
あ
ま
り
芳
し
く
な
い
で
す
が
、
昔

の
仲
間
に
会
う
の
が
励
み
に
な
り
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

　

会
社
で
は
写
真
ク
ラ
ブ
に
も
所
属
、
登
山
し
な
が
ら

高
山
植
物
な
ど
を
撮
っ
て
い
ま

し
た
。

　
「
第
３
回
静
岡
の
魅
力
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
」
で
入
選
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
海
や
河
原
の
石
を
専

用
砥
石
で
彫
刻
し
た
り
木
彫
り

の
仏
像
を
作
っ
た
り
も
し
て
い

ま
す
。

　

多
趣
味
の
お
か
げ
で
充
実
し

た
毎
日
で
す
。

　
今
年
で
地
域
に
密
着
し
た
活
動

を
行
う
民
生
委
員
を
務
め
て
8

年
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
の
私
の

趣
味
は
民
芸
人
形
の
創
作
で
す
。

　

作
り
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

あ
る
お
婆
ち
ゃ
ん
と
の
出
会
い
で
し
た
。

　

石
仏
や
庚
申
塔
を
訪
ね
歩
い
て
い
る
中
で
、
お
む
す

び
を
食
べ
る
た
め
縁
側
を
借
り
た
と
こ
ろ
、
お
婆
ち

ゃ
ん
が
味
噌
汁
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
あ
の
お
婆

ち
ゃ
ん
ど
う
し
て
い
る
か
な
～
、
山
家
は
い
い
な
～
」、

そ
の
気
持
ち
を
動
く
人
形
に
託
し
「
働
く
お
婆
ち
ゃ
ん

シ
リ
ー
ズ
」
の
創
作
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

人
形
の
動
き
を
造
り
出
し
て
い
る
の
は
、
ハ
ン
ド
ル

に
つ
な
が
る
箱
の
中
の
ク
ラ
ン
ク
や
ギ
ア
の
組
合
せ

で
す
。
市
販
し
て
い
な
い
物
は
自

作
し
て
い
ま
す
。
人
形
が
納
得
す

る
よ
う
な
動
き
に
な
る
ま
で
に
は
、

3
ヶ
月
以
上
の
試
行
錯
誤
期
間
を

か
け
て
創
作
を
し
て
い
ま
す
。
ふ

さ
わ
し
い
小
道
具
を
使
い
、
人
形

に
衣
装
を
着
せ
て
完
成
で
す
。

　
餅
つ
き
以
外
に
、
お
茶
刈
り
、
洗

濯
、
孫
の
お
守
り
な
ど
の
作
品
が
あ

り
ま
す
。

　

毎
年
の
よ
う
に
合
同
作
品
展
に

出
展
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧

下
さ
い
。

動
く
民
芸
人
形
の
創
作

葵
区
　
服
織
学
区
　
い
ろ
り
ば
た
会

　
佐
藤
　
成
造

水
泳
・
写
真
・
彫
刻
と
多
趣
味
な
私

清
水
区
　
清
水
地
区
　
八
千
代
町
長
寿
会

　
菅
原
　
寅
雄

こんなことしています！こんなことしています！

これまでに獲得した
メダル

菅原さん作の仏像

箱の中の様子箱の中の様子 餅つき人形餅つき人形
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

山
も
み
じ
緑
し
た
が
え
見
得
を
切
る

　
葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会　

澤
井　

啓
世

参
道
に
萩
の
花
咲
く
山
の
寺

葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会　

西
澤　

久
義

浅
間
の
峯
に
初
日
の
こ
も
り
け
り

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

三
浦　

す
ゑ

お
年
玉
孫
ら
の
笑
顔
に
包
ま
れ
る

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

滝
浪　

信
恵

松
飾
る
昔
の
門
を
懐
か
し
む

葵
区　

安
東
学
区　

し
の
の
め
ク
ラ
ブ　

朝
倉　

司
郎

お
だ
や
か
に
余
生
を
歩
む
初
詣

葵
区　

安
東
学
区　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ　

倉
戸　

照
夫

故
郷
の
空
遥
か
な
り
秋
茜

葵
区　

安
東
学
区　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ　

飯
田　

正
弘

初
夢
や
酔
ひ
て
降
り
た
し
宇
宙
船

葵
区　

安
東
学
区　

さ
つ
き
会　

杉
山　

篤
男

初
御
空
霊
峰
四
囲
を
寄
せ
付
け
ず

葵
区　

安
東
学
区　

千
寿
会　

鈴
木　

健
仁

秋
晴
れ
や
湖
群
青
に
山
錦

葵
区　

一
番
町
地
区　

一
寿
会　

遠
藤　

昭
二

秋
麗
の
富
士
仰
ぎ
見
て
ク
ロ
ッ
ケ
ー

清
水
区　

清
水
地
区　

八
千
代
町
長
寿
会　

西
ヶ
谷
光
男

末ま
つ
が枯

れ
や
人
の
命
の
露
な
ら
む

清
水
区　

有
度
地
区　

呉
竹
会　

山
口　

勝
己

山
道
は
ク
マ
ゼ
ミ
だ
ら
け
浅
間
さ
ん

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

山
田　

眞
平

山
里
に
冷
気
漂
い
秋
深
し

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

田
辺　

久
之

杖
を
突
き
と
ぼ
と
ぼ
歩
き
秋
暮
色

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

川
井　

曻　

鵯ひ
よ

の
声
吾
を
呼
ぶ
が
ご
と
鳴
き
つ
づ
け

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

川
井　

玲
子

水
澄
み
て
小
鷺
佇
む
原
田
川

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

前
田
か
ね
子

コ
ス
モ
ス
は
色
鮮
や
か
に
昼
下
が
り

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

七
種
カ
ズ
子

秋
風
に
熱
中
症
も
遠
く
な
り

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

吉
成　

高
明

赤
黄
色
山
波
変
わ
る
秋
深
し

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

吉
成　

幸
子

茶
花
香
り
新
た
な
癒
し
み
つ
け
た
り

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

鈴
木
富
美
子

夜
香
木
白
露
の
庭
に
香
り
立
つ

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

三
重
野
隆
志

白
鷺
は
足
を
忍
ば
せ
魚
の
影

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

岩
田　

幸
子

俳
句

会
員
文
芸
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

見
守
り
隊
い
つ
来
る
の
か
な
子
供
達

葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会　

笹
竹　

修
一

コ
ロ
ナ
禍
で
心
で
歌
う
歌
謡
曲

葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会　

寺
尾　

か
よ

　
老
人
会
ク
イ
ズ
作
っ
て
ボ
ケ
防
止

葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会　

石
川　

惟
乃

夢
の
中
海
外
赴
任
承
諾
し

清
水
区　

清
水
地
区　

八
千
代
町
長
寿
会　

西
ヶ
谷
光
男

川
柳

◎
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
を
寄
稿
く
だ
さ
い
。

　

※
な
お
多
く
の
方
々
の
作
品
を
掲
載
し
た

い
た
め
１
人
各
１
点
で
お
願
い
し
ま
す
。

◎
楷
書
で
正
確
に
ご
記
入
下
さ
い
。

◎
原
稿
に
は
本
文
の
前
に
題
名
・
学
地
区
・

ク
ラ
ブ
名
・
筆
者
・
電
話
番
号
も
必
ず
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

◎
原
稿
の
採
否
・
一
部
削
除
な
ど
は
広
報
専

門
委
員
会
に
お
任
せ
願
い
ま
す
。

◎
原
稿
は
お
返
し
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
コ
ピ
ー
を
と
っ
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

◎
「
こ
の
記
事
が
良
か
っ
た
」「
こ
ん
な
記
事

が
読
み
た
い
（
特
集
を
組
ん
で
ほ
し
い
）」

な
ど
、
ご
意
見
、
ご
要
望
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。（
紙
面
上
に
て
適
宜
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
）

〒４２０−０８５４
静岡市葵区城内町 1 番 1 号　静岡市中央福祉センター 3 階

シニアクラブ静岡市事務局

原

稿

募

集

短
歌

孫
来
て
も
年
玉
受
け
取
り
す
ぐ
帰
る

　
　

効
率
の
良
い
コ
ロ
ナ
正
月

葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会　

井
出
志
津
夫

一
輪
車
会
え
な
い
孫
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
　

喜
ぶ
顔
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う

葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会　

網
島
美
保
子

誕
生
日
孫
か
ら
届
い
た
ぶ
ど
う
の
実

　
　

真
珠
の
よ
う
に
輝
い
て
お
り

葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会　

渡
辺　

絢
子

い
つ
の
日
か
夢
の
ド
ラ
ゴ
ン
秋
宇
宙

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

鈴
木　

行
雄

秋
晴
れ
に
ラ
ン
チ
ほ
う
ば
る
笑
顔
あ
り

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

小
原　

民
子

照
り
葉
さ
し
茶
の
湯
の
心
秋
の
午
后

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

城
内　

良
子

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
当
選
者（
敬
称
略
）

荒
木  

博　
　

落
合  

正
子　

川
端  

朋
子　

木
下  

英
男　

見
城  

安
江　

小
林  

勝
美　

近
藤  

裕
子　

斉
藤  

信
子　

鳥
羽  

國
政　

平
岡
美
恵
子

前
回
の
答
え

クロスワードパズルクロスワードパズル

タ
チ
ア
オ
イ

多
数
ご
応
募
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

抽
選
の
結
果
10
名
様
に
記
念
品
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

青
き
海
白
き
灯
台
松
原
に

　
　

旅
人
癒
す
天
女
の
飾
り

　
　
清
水
区　

清
水
地
区　

八
千
代
町
長
寿
会　

西
ヶ
谷
光
男

三
保
の
浜
海
光
伸
び
て
一
望
に

　
　

不
二
の
神
山
遠
く
に
遥
け
し

清
水
区　

有
度
地
区　

呉
竹
会　

山
口　

勝
己

さ
り
げ
な
く「
お
と
う
さ
ん
」と
わ
れ
を
呼
び

　
　

病
む
足
さ
す
る
診
察
の
医
師

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

土
田　

彰
顕
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

編
集
後
記

編
集
後
記

◎
大
石
眞
由
美
（
駿
河
区
　
久
　
能
）

○
西
ヶ
谷
光
男
（
清
水
区
　
清
　
水
）

　
八
木
　
春
馬
（
葵
　
区
　
井
　
宮
）

　
松
原
　
三
郎
（
葵
　
区
　
美
　
和
）

　
戸
塚
　
　
享
（
駿
河
区
　
東
豊
田
）

　
水
上
　
康
行
（
清
水
区
　
高
　
部
）

◎
は
委
員
長
　
○
は
副
委
員
長

シニアクラブ静岡市公式ホームページ OPEN!OPEN!

　
令
和
3
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
主
な
行
事

が
中
止
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
予
定
し
た
行
事
の

掲
載
が
出
来
ず
、
新
た
に
記
事
を
探
す
と
い
う
新

人
の
私
に
は
想
定
外
の
連
続
で
大
変
苦
労
を
い
た

し
ま
し
た
が
、
何
と
か
編
集
に
携
わ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
「
市
老
連
だ
よ
り
」
が
会
員
増

強
へ
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
私
た
ち
シ
ニ
ア
世
代
が
健
康
長
寿
を
目

指
す
に
は
、
日
頃
か
ら
の
意
識
が
必
要
で
す
。「
一

笑
一
若
、
一
怒
一
老
」
人
間
国
宝
・
桂
米
朝
さ
ん

の
こ
と
ば
で
す
。
私
も
常
に
こ
う
あ
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
4
年
の
干
支
は
寅
で
す
。
古
来
よ
り
「
安

定
し
た
繁
栄
・
成
長
の
礎
を
築
く
べ
き
年
」
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。（
水
上
　
康
行
）

　シニアクラブ静岡市の公式ホームページが完成しました！
　行事の結果や事務局からのお知らせなどについて、会報紙よりも早くお届けします。

●ミッション：女性委員会作成の「犯罪防止の寸劇」の動画を見よう！

②ページ上部のバーボタン・シニアクラブ静岡市の活動紹介のページに移動しましょう。
③ 2021 年 9月 6日更新の動画の記事の中　　　をクリックすると視聴できます。

ボタンを押して
動画をスタート！

①Google や Yahoo!Japan といった検索エンジンから「シニ
　アクラブ静岡市」を検索しましょう。QRコードからも
　閲覧できます。　

携帯電話のバーコードリー

ダーなどで読み込めます
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◇
ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

　「
市
老
連
だ
よ
り 

」
発
行
に
際
し
ま
し
て
、
ご
協
賛

頂
き
ま
し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
本
紙
は
会
員
の
さ
ら
な
る
健
康
増
進
、
生
き
が
い
の

向
上
、
会
員
相
互
の
親
睦
な
ど
を
願
っ
て
発
行
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

今
後
と
も
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。


